奈良
隣の京都よりもっと、奈良は自然と共に調和してきた。司式者が森と植物を支配し、この牧歌的な都市に木の葉と苔の中に寺院と僧院を建てた。その中心には、樹木で覆われた山で囲まれた青々とした小さな谷となっている、600ヘクタールの公園がある。森のあたりにおりてきて、神の使者として崇められている、約1200頭の鹿は通りのふちを自由に食らうのだ。それはシルクロードの先端である、奈良の土地上であり、そこに710年から784年まで、王国の固定された最初の首都である、かつての由緒ある平城京が建てられていた。力のある政府の立場になって、国のアイデンティティの要因となり、中央集権化させた。中国や朝鮮からもたらされた仏教は、4人の女帝による、相次ぐ最高の支援のもとに定着し栄えた。こんにちでは、奈良の静かな町を横切って歩くのはまるで歴史の本のページをぱらぱらとめくっているかのようだ。日本の慣習、文学の発祥地であり、人類規模であるこの都市には、のちにその内の８つがユネスコ世界遺産に登録される国の最も貴重な芸術宝物や最も古い建築物が集中している。
